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1測定値における外れ値を有する幼児の体力 ・運動能力特性







































でいるか もしれない。 しかしなが ら、これらの
外れ値 は評価基準値作成の観点か ら考える と、
集団の分布状況や中心傾向に少なからず影響 を
及ぼす と考えられるため、外れ値が認め られた















































合計 306 327 633
2.測定項 目
測定項 目は、身長と体重の2項 目の形態計測








測定 したll項目における測定値 は性別 ・学
年別に分類 した。測定項目ごとに平均値 と標準





























































合計 29 9.48% 31 27 8.26% 31
村瀬智彦 ・春日晃章 ・中野貴博 一3
表3外 れ値の性 ・測定項目 ・学年別の上位 ・下位分布
男 児



















































9 7 5 3 3 4
21(67.8%) 10(32.2%)
女 児





















































の7個 の外れ値が女児の両足連続跳び越 し 〈遅
い〉で認められた。続いて、女児の体支持持続
時間 〈長い〉で6個 、次に体重 〈多い〉(男女児)






幼児の測定値 をT得 点化 し男女 ・学年をプール
して1つ のグラフに示 した。特に、男女合計の
























図325m走 〈遅い〉の外れ値 を有する幼児の体力 ・運動能カプロフィール
村瀬智彦 ・春 日晃章 ・中野貴博 一5































平均値 ±3標 準偏差の範囲内に含 まれる対象
の割合 は理論上では99.74%である3)。つ まり、
その範囲外に分布する測定値が得 られる可能性





















































みに参加 した幼児であったため、8名 の体力 ・
運動能力プロフィールにより特性を分析 した。
また、T得 点50を基準に8名 の分布を調べ、い
ずれに多数が属す るのかによ り特性 を判断 し











































































れ値 を有す る年長女児の体力 ・運動能力 プロ
フィール図を作成 したものである。外れ値は25
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成のみならず特別支援の現場で も幅広 く活用 さ
れることが期待 される。




に、身長 ・体重および9項 目の体力 ・運動能力
についての測定を実施 し、得られた測定値にお
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